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研究成果の概要 

 

本研究課題では、人手に頼らず、機械が不具合（異常）を検出することを目指す。具体的には、

入力と出力に頼らないテストにより異常を検出する。一般的なテストでは、開発者が入力とプログラ

ムの操作、期待する出力をテストコードとして作成する必要がある。このような入出力に頼るテストは

人間がテストしやすい形であるものの、人手に頼るため、漏れが生じやすい。また、動作する内容

（ソースコード内で動作する行）が適切でなくても、入力に対する出力さえ正しければ合格とする

故、不具合を見逃しやすい。本研究課題では、変更前後の動作差異から異常か否かの判断を試

みる。具体的には、動的解析により変更前後のトレースログを取得し、それぞれを定量化する。変

更後の動作が変更前の動作と著しく異なる場合や、開発者の変更意図（コミットメッセージ等）から

逸脱している場合を異常な変更として検出する。 

本年度では、動作の異常を分析するために、プログラムの動作から特徴量を抽出する準備を行

った。具体的には、メトリクスの計測プログラムの作成と大規模評価データ収集を行った。メトリクス

としては、プログラム実行回数やプログラム分岐の変化等のメトリクスを対象としている。それらのメト

リクスを収集するために、計 10プロジェクトからデータを収集した。収集したデータを活用した研究

論文はソフトウェア工学におけるトップカンファレンスのひとつである SANER2023にて採録された

（下記論文 1）。 

今後は、本年度と同様に様々なメトリクスの計測を続けるとともに、10プロジェクトから採取したメ

トリクスを用いて、異常検知モデルを構築・評価を行う。 
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